
































































































































































































































































































































































































１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
図７　達成率の変化
表７　「班のメンバーとの連携で大切だと思うこと」の変化
事前 ７月活動最終日 ９月活動最終日
生徒Ａ ・清掃中の声掛け
・物品移動や準備の声掛け
・声掛け　・報告
・班の人がどこまでやったかを確認するために
周りを見る
・コミュニケーション　・ヘルプ
・周りを見て作業する　・目標を忘れない
・分からないことを聞く
生徒Ｂ ・動きを速くして次の作業に入る ・チームワーク　・声掛け
・効率のよさ　　・ゴミを取り残さないこと
・指示の理解　　　・話し合って考える
・時間　・ヘルプ　・チームプレー
・報告　・質問　　・一歩先を考える
・ホワイトボード（を見る）
生徒Ｃ ・積極的な気持ち
・協力的な気持ち
・清掃する場所で声を掛け合うこと
・どこをどうやったか報告して連携をとること
・自分の仕事が終わったらまだ仕事が終
わっていない人の手伝いに入ること
・時計を見て時間を考えて行動すること
生徒Ｄ ・お互いに協力し合う
・メンバーと助け合ってやること
・声掛け
・報告
・時間
・連携プレー
216
は質の異なることを記述していたが，９月の記述では一般的かつ他の班員と概ね共通の内容となった。生徒Ｂは，活動
や振り返りを通して他の班員の考えを取り入れたものと考えられる。
５　まとめと今後の課題
　本研究では，「課題解決会議」において，生徒は自分の考えを発信したり，班員の考えに賛同したりしながら，具体
的な目標や解決策を作ることができた。また，実際の作業において自分たちが作った目標や解決策を実行し，結果とし
て達成率を高めることができた。これは，清掃と振り返りという活動を生徒が主体的に繰り返した姿と言うことができ
る。田村（2018）は，これまで身に付けてきた知識や技能を存分に活用・発揮することが，深い学びの学習過程で大切
であると述べており，本研究ではこの学習過程を検証することができたと考える。生徒達が対話を通して考えた班の目
標は，「自分の作業分担を明確にしたい，周りにどこまで自分の清掃が終わったか伝えたい」という個人レベルから，
「自分の仕事に見通しをもって，最後まで時間内に完了したい」という作業レベル，「班の作業や時間に気を配り，必
要に応じて仲間を手助けしたい」という班レベルに広がり，深まっていった。このことから，本研究における「課題解
決会議」における対話は，生徒の連携に関する考えを深めるものであったと考えられる。連携の概念について，ほとん
どの生徒が事前には大まかだったものが，活動と振り返りを通して体験と結びついた深まりがあり，かつ一般的で共通
なものとなった。これは，連携という概念が生徒の中に構造化（田村，2018）されていった深い学びの姿であると考え
られる。特筆すべきは同じ班の仲間と一緒に考えたことが取り入れられて構造化されたことである。周りの人の感じ方
や考えを取り入れながら考えを形作っていくことは，今後社会へ出てからも必要とされる能力であり，この点からも本
研究の学びには意義があったと考えられる。以上のことから，本研究は深い学びを実現させることができたと考えられ
る。また，その過程では，生徒が連携という目標に向かい自らの知識や技能を活用・発揮する主体的な活動，課題解決
のための目標や解決策について言葉によって広げ，深めながら解決しようとする対話が不可欠であった。つまり，結果
として「主体的な学び」「対話的な学び」が「深い学び」に大きく関与している（田村，2018）ことを示した。
　次に，教師の支援という視点で，知的障害のある生徒の深い学びの実現についてまとめていく。本研究では，テーマ
の焦点化を行うことで，連携という同じ課題が繰り返し問い続けられることとなり，その結果，知識や技能が断片的に
ならず，連携という概念を生徒に継続的，段階的に身に付けさせる（文部科学省，2018）ことができたと考えられる。
また，「課題解決シート」などによる思考の可視化は言語による思考を視覚的に系統化して補助し，さらに教師の声掛
けによる思考の明確化が生徒の言語による思考を具体化して補助し，結果として知的障害のある生徒の深い学びにつな
がったと考えられる。神山（2018）は，さまざまな形で知的障害のある児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」が実
現した姿を捉えるべきであると指摘しているが，本研究においても支援による深い学びの一つの姿を示すことができた
と考える。
　本研究における「課題解決会議」は生徒の学びを深めるために有効であったものの，振り返りの時間を２校時とるな
ど,多くの時間を割いた。今後は，振り返りの内容を精選していくことが課題である。本研究の達成率の上昇は活動の
慣れによるものか否かについて，データが不足しているため検証できない。今後，他の場面でも本研究の解決策を講じ
ることで達成率の上昇が見られるかを検証する必要がある。 
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